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銘柄をさらに絞り込む
ここでは抽出された銘柄を様々なデータを元にしてさらに絞り込むことが可能です。

絞込む項目としては以下のものとなります。

●業績が良い (売上高、経常益がそれぞれ2%以上の増収増益。且つ配当を実施している )
●売上増収見通し (売上高 2%以上増収 )
●経常増益見通し (経常益 2%以上増益 )
●黒字に転換する見通し (前期経常赤字が今期黒字見通し )
●配当金がある
●配当金が増加する見通し
●配当金が復配する見通し (配当金、前期無配が今期配当実施 )
● PERが低く企業評価に対して割安感がある (PER15 倍以下 )
● PBRが低く企業評価に対して割安感がある (PBR1.0 倍以下 )
●株価位置が低く割安感がある (株価位置 30%以下 )
●株価位置が高く人気がある反面、下落リスクあり (株価位置 70%以上 )
●長期的に上昇トレンド継続中 (GCVを日足 156 日、週足 142 週、月足 232 カ月でそ
　れぞれ算出した値が 30%以上 )
●出来高が急増中で株価が上昇する可能性あり (直近の出来高がそれ以前の 20本分の出
　来高平均と比較して 3倍以上 )

検索項目を切り替えていくことで、条
件に従って銘柄が絞り込まれていきま
す。

銘柄が全て消えてしまったときなど
は、「最初からやり直すボタン」を押
すことで、銘柄を絞り込む前の状態に
戻ります。

絞込みの作業が終わったら、下部にあ
る「以上の銘柄で確定する」というボ
タンをクリックすると STEP 4 に進
みます。
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各項目の説明

【株価、売買単位】
株価はいわゆる「株式」そのものの値段の
ことです。この株価が市場で取引される毎
に値段が高くなったり安くなったりしま
す。株式にはそれぞれ「売買単位」という
ものがあります。例えば、ある会社の株価
が 500 円だからといって、500 円を出せ
ばその株が購入できるというわけではあり
ません。もし売買単位が 1000 株であれ
ば、500 円× 1000 株 =50 万円が最低で
も購入資金として必要ということになりま
す (実際の購入にはさらに手数料も必要と
なります)。株の購入を考える時には「株価」
と「売買単位」の両方を考える必要があり
ます。絞り込みの画面では、最低購入資金
が単価 ( 株価×売買単位 ) として表示され
ています。

【PER】
株価収益率のことで、直近の株価÷一株益
という計算式で求められます。つまり「株
式一株が生み出す利益に対して何倍まで株
価として評価されているか」を表す指標と
言えます。数値が低いほどその株価は「割
安」であると評価されますので、購入す
る際には PERの低い銘柄を買うというの
が基本的なスタンスとなります。一般的
には PER が 20 倍以下であれば、割安と
判断される傾向にありますが、市場の平
均 PER と常に比較することも必要です。
例えば東証 1部連結 PER( ハローコード
170) のチャートを見ますと、2005 年 6
月頃の PERは 17倍前後を推移しており、
市場全体と比較するとPER20 倍であって
も平均よりむしろやや割高ということが言
えます。

【株価位置】
チャート上の一定期間の中で、その銘柄の
最高値を 100%、最安値を 0%と設定し、
現在の株価がどの水準にあるのかを示した
指標です。仮に株価位置が 10%とします
と、その銘柄は現在底値圏に位置している
ということで、株価に上昇余地があるので
はないかという推測がなされます。反対に
株価位置が 90%とすると、その銘柄は現
在高値圏に位置しているということで、株
価は下降する可能性があるのではないかと
いう推測がなされます。もちろん、最高値、
最安値共に更新していく可能性もあります
から、絶対的なものとは言えません。過去
の株価から考えた場合の予測であるという
ことは念頭に置いてください。

【PBR】
株価純資産倍率のことで、直近の株価÷一
株純資産という計算式で求められます。企
業の一株純資産に対して株価が何倍まで買
われているかを示したもので、実際の企業
の価値より何倍まで株価として評価されて
いるかを表す指標と言えます。PER 同様
PBRも数値が低いほど株価が「割安」で
あると評価され、一般的に基準値は 1倍
とされ、1倍以下であれば企業価値と比較
して株式が売られすぎであるという判断が
される傾向にあります。但し、こちらも
PER 同様、全体市場との比較や、景気動
向などからの判断を加味する必要があり、
「1倍割れ即買い」という判断は場合によっ
ては早計とも言えます。
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【出来高】
市場で売買が成立した株数のことです。当
然のことながら買われた株数だけでなく、
売られた株数も含まれますので、出来高上
昇 =株価上昇ではありません。また、市
場に出回っている株数というものは、銘柄
ごとに大きく異なります。東証 1部上場
の大手企業では発行株数が多く、新興市場
系上場企業では発行株数が少ない傾向にあ
りますので、両者の出来高数を単純に比較
するわけには行きません。出来高は 1つ
の銘柄の中で推移を観察するのが一般的な
考え方であると言えます。仮に、ある銘柄
がそれまでよりも何倍もの出来高を伴うよ
うなことがあれば、その銘柄は何らかの要
因で市場の注目を集め、通常よりもさかん
に株式が取引されていることになります。
よって、株価が大きく推移する可能性も高
いので、注意を払っておく必要があります。

【売上高、営業益、経常益、税引益】
企業業績は、その企業の経営実態を把握す
る上での基本データと言えます。売上高は
企業が商品やサービスを販売した額を計上
した数値です。この売上高から売上原価を
引いた売上総利益からさらに広告費や人件
費などの販売費・一般管理費を引いたもの
が「営業益」。この営業益に事業本来の活
動から発生した損益 ( 株式の配当、利息、
テナント収入など )を加減し、営業外費用
を除いたものが「経常益」、さらに経常益
に特別損益を加減したものから法人税、住
民税を引いたものが「税引益」です。これ
らの数値が上昇している企業は業績が好調
であることを意味し、株価にも好材料とし
て評価される傾向にあります。

【年間配当利回り】
企業は決算期ごとに利益を株主に分配しま
す。それを配当と呼びます。年間の配当金
額を株価で割ったものが「年間配当利回り」
です。仮に年間配当金が 10円の会社の株
価が 1000 円であれば年間配当利回りは
1%ということになります。現在は銀行の
預金金利などより企業配当の方が優位にあ
り、2005 年 6 月時点の東証 1部の平均
配当利回りは約 1.37%です。さらに、こ
れよりも数値が大きければ配当利回りの面
から有利な銘柄ということで評価され、株
価上昇となる可能性があります。特に多く
の企業が決算期を迎える 3月前になると、
配当が相場のテーマとして注目され、好配
当銘柄が人気化するケースがあります。

【業績修正】
企業は決算数値を発表する際、当期の業績
結果だけでなく、来期の業績見通しも併せ
て発表します。株価は将来の予測を先へ先
へと織り込んでいく傾向にあるので、業績
発表時には当期の業績結果より来期の業績
見通し、いわゆる決算予想数値を重視する
傾向があります。この決算予想数値は決算
発表があってから、企業が販売状況などを
見て数値を修正するケースがあります。こ
れが「業績修正」です。業績修正が発表
される時機や回数などには特に決まりはあ
りません。当初予想よりも業績がさらに良
いという見通しが出てきたいわゆる「上方
修正」は株価に好材料となります。反対に
当初予想よりも悪いという見通しになった
「下方修正」は株価に悪材料となります。

gc-hello

22

STEP3   銘柄をさらに絞り込む



【増配、復配】
株主に利益を還元する配当金が前期よりも
高くなったものを増配。また前期無配 (配
当金がゼロであること )であったものが当
期に配当が出ることになったものを復配と
いいます。増配は企業業績が順調に成長し
ていることを表しますし、復配は企業が不
振から立ち直ったことなどを表します。い
ずれにせよ株価には好材料と見なされま
す。
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